
７月中旬に令和２年度の全国学力・学習状況調査問題等が各学校に送付されました。

先生方は、既に問題に目を通してみたでしょうか。調査自体は中止になりましたが、次

のような取組が望まれます。

○ 先生方自身が実際に問題を解くことで学習指導上特に重視される点や身に付けさ

せるべき力等について、問題からのメッセージを自分なりに読み取る。

○ その上で、以下の資料や配付されている解説資料を参考にして、授業改善に生か

す。

各校において今年度はこのような場を設定することがなかなか難しいかもしれません

が、可能な範囲で研修の機会を確保してほしいと思います。

県南教育事務所では、指導主事が国語と算数・数学のグループに分かれて問題を解き、

出題の特徴や授業改善の視点について分析会を行い、その結果を次ページ以降にまとめ

ました。他校種の内容も指導に生かしていただけるよう、

国語、算数・数学ともに「小中共通」「小学校」「中学校」

に分けてまとめましたので、ぜひお読みいただき、参考に

してください。

＜各教科のポイント＞

〔国語〕

○ 子どもたちは、メモを取るように指示をするとすべて書き取っていませんか ?
○ 子どもたちは、「話したい」「書きたい」という思いを持って言語活動に取り組

んでいますか？

○ 子どもたちは、物語を学習するときに「今日は○場面からですよね」と問い

かけてきませんか ?
○ 子どもたちは、なんのために「話合い」をするかわかっていますか？

○ 子どもたちは、「調べ学習」をする際に必要な本を探せていますか？

〔算数・数学〕

○ 子どもたちは、問題を理解して解決に取り組んでいますか？

○ 子どもたちは、「考えてみたい」「やってみたい」という思いを持って学習に取

り組んでいますか？

○ 子どもたちは、自分の考えを書くことに戸惑っていませんか？

○ 子どもたちは、「計算ができる」「グラフがかける」ことで満足していませんか？

○ 子どもたちは、全体で一つの問題を解いて、あとは適用問題で類題を解くだけ

になっていませんか？

詳しくは、次のページからをお読みください。
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令和２年度 全国学力・学習状況調査から

＜国語共通＞

出題の特徴等 授業改善の視点

① 主語・述語の関係や修飾・被修 ・ 「教科書の文章は理解でき
飾語の関係、また、中学校では、 ている」として 授業を進め
助詞の働きを問う問題が出題され るのではなく、理解の度合い
ている。教科書の文やテスト問題 を見取り、文章を正確に読む
等を理解するための基礎となる 力を身に付けることが重要で
「係り受け」や「照応」の視点が ある。
重要となる。 ・ 文の作りを正しく捉えさせ

るために文がどこで区切れる
か、「文節」を意識させた「音
読」を場に応じて行ったり、
家庭学習とのリンクをして
「視写」を取り入れたりする
ことが効果的である。

・ 「書くこと」の領域におけ
る「推敲」の場面を設定し、
自分自身や他者が書いた文章
を正しくすることにより、主
語や述語、照応などに注意し
て文章を読んだり書いたりす
る意識を高めていくことにも
つながる。

② 日常生活や社会生活と関連させ ・ 「言語活動」＝「話合い活
た課題を取り上げ、相手意識・目 動」という安易な捉え方で学習過程を設定する
的意識を明確にした言語活動をも のではなく、明確にした「育成したい資質・能
とに問題が出題されている。 力」を身に付けるための手段として設定するこ

とが重要である。また、子どもたちにとって「必
要感」のある言語活動を設定したい。より必要
感を持たせるため に「カリキュラム・マネジ
メント」を生かし、他教科や総合的な学習の時
間との関連を図った単元構成を工夫することが
重要である。

・ 小・中学校の系統
性を意識して指導に
当たることで指導事
項を重点化して指導
できる。 左右の問題
は、聞いたことをも
とに工夫して自分の
考えをまとめるとい
う問題である。小学
校で学習することを
中学校でも活用する
ことを小・中学校ど
ちらも意識して授業
を行うことで学習の
重複がなくなったり、
より発展した学習活
動が行うことにつな

。 がっていく。



＜小学校国語＞

出題の特徴等 授業改善の視点

① 目的に応じた取材の進め方と取 ・ 「話すこと・聞くこと」の授業を中心に話の
材したことをどのようにメモをと 「聞き方」について訓練をしていく必要がある。
るかの問題が出題されている。 話合い活動の中でもどんなことに注意して話を

聞くのか、また、聞き取った情報を目的等に応
じて取捨選択したり、情報と情報を関連付けた
りする場を設定したい。

・ 話合い活動の中で「他者の意見についてメモ
を取る」授業が見られるが、すべてを書き取ろ
うとする子どもがが多い。「何を」「どんなふう
に」（→で結び付けたり図式化したりするなど）
メモを取るのか視点を与えたり、目的を意識し
たメモの取り方をする利点等を実感させたりす
ることが重要である。

② 描写（叙述） ・ 一つ一つの語句や人物描写等に着目させるな
に基づき、登場 ど「言葉による見方・考え方」を働かせる発問
人物の心情を捉 が必要である。自分の考えを伝え合うのみで終
える問題が出題 わる話合いではなく、言葉を吟味したり、こだ
されている。ま わったりする活動を通して、深い学びにつなげ
た、複数の叙述 ていく授業を展開したい。
を結び付け、主 ・ 「うろたえる」「まぶたの奥があつくなる」
人公がキツネた など語句の意味を捉えることが大切である。辞
ちをどんな存在 書的な意味も含め、描写と関連させて文脈から
に感じているの 語句の意味を捉えさせることも必要となる。
かを問う問題も
出題されてい ・ 物語を場面ごとに読むだけでなく、全体を通
る。 して読むことが求められている。教材を教える

のではなく、どんな力を身に付けさせたいのか
を明確にした単元構成を工夫したい。

・ 「本の紹介」をするという言語活動が設定さ
れている。「ブックトーク」や「ビブリオバト
ル」等の活動を司書教諭などと連携していくこ
とが学校図書館の活用にもつながる。

③ 取材したことや図、グラフ等描 ・ 「考えの形成」がどの領域でも求められてい
写を根拠にして自分の考えを形成 る。自分の考えの根拠となるものを選択させる
する問題が多く出題されている。 場面、また、根拠をもとにしながら相手にわか

りやすく伝えるための文章の構成の仕方を考え
る場面を設定したい。
である。

・ 自分の考えを形成する上で読書との関連を図
りたい。必要な情報を得るための本の探し方や
収集した多数の情報を関連づけたり、取捨選択
したりする場面を様々な授業の中で取り入れて
いくことが語彙力を豊かにすることにもつなが
ってくる。



＜中学校国語＞

出題の特徴等 授業改善の視点

① 聞 き 手 を 意 識 ・ 相手意識・目的意識
し 、 資 料 や 機 器 をもった言語活動とし
を 活 用 し て 説 明 てプレゼンテーション
し た り 、 自 分 の や紹介、主張の場を設
考 え を 根 拠 を も 定していくことが重要
と に 話 し た り す である。その際、国語
る 問 題 が 出 題 さ の授業だけでなく、教
れている。 科横断的な視点で様々

な教科等との関連をも
たせていくことが重要
である。また、自分の
考えを伝えるための効
果的な資料や機器の活
用の仕方や聞き手の反
応を意識した話し方の
構成などの場面も設定
したい。

② 論理的思考力を問う問題が出題 ・ 説明文や論説文を要約したり、文章の構成の
されている。２つの文章を読み比 仕方を捉えたりする授業に加え、異なる叙述の
べて同じ意味かどうかを問う問題 文章が同義であるかを分別するために、キーセ
である。また、文章を図で表すこ ンテンスを換言したり、主語を変えて表現した
とで文章の要旨をとらえる問題が りすることでより正確に文章の意味を理解する
出題されている。 ことにつながる（リーディングスキルテスト「同

義文判定」）。また、文章の要旨を他者にわかり
やすく伝えるために図表を使って具体例を挙げ
ながら説明することにより文章の内容を把握す
ることができる（リーディングスキルテスト「イ
メージ同定」）。

・ 情報と情報との関係を図式化して整理する力
は、「思考力・判断力・表現力等」のすべての
領域と関連が図られるものである。教師主導で
はなく、生徒自身に情報を整理させる場を設定
していくことも大切である。

③ 自分の考えを伝えるために適切 ・ 韻文だけでなく、他
な擬態語を選び、その語句の辞書 教材を学ぶ際にも「な
に書かれている言葉意味と自分の ぜその語句を使う必要
考えを関連付けて俳句を完成させ があるのか」「他の言
る問題が出題されている。 葉を使うとすればどん

な語句が考えられるの
か」など言葉を吟味し
て「言葉による見方・
考え方」を働かせる授
業が求められている。
「書くこと」の言語活
動例として挙げられて
いる「韻文の創作」の
時間を活用し、観点を
明確にして韻文を作成
する機会を設けること
も重要な活動である。



＜算数・数学共通＞

出題の特徴等 授業改善の視点

① 長文を読んで意味を理解し、問 ・ 長文を読む読解力（リーディングスキルテス
題の条件や何を問われているかな トの視点）、初めから諦めずに読む粘り強さが
ど、必要な情報を取り出したり整 必要である。授業においては教科書や資料を中
理したりすることができないと、 心に「読む」ことを大切にするとともに、授業
解決できない問題が多い。 外の活動においても、例えば、「視写」、「音読」、

「新聞の要約や縮約」などの取組を通して、長文
を正しく読む力を継続的に育んでいく必要があ
る。

② 基礎的・基本的な計算のプロセ ・ 計算技能の習熟を図ることは大切であるが、
スを問う問題が出題されている。 方法の丸暗記ではなく、「なぜそうなるのか」

を十分に理解させることが大切である。

③ 具体物の操作活動を題材とした ・ 図形の性質等を考察する際に、具体的な操作
問題が出題されている。 や観察などの活動を意図的・計画的に取り入れ

ていく必要がある。

④ 日常の生活や社会の問題を題材 ・ 算数・数学で学んだことが実生活の中で活用
としている問題が多く出題されて されていることを児童生徒に実感させるととも
いる。 に、学ぶ意義や必要感が生まれる授業にしたい。

全国学力・学習状況調査授業アイディア例や活
用力育成シートの活用などが考えられる。また、
総合的な学習の時間等で学んだことを活用する
場を設定するなど、カリキュラム・マネジメン
トを機能させることも大切である。



＜算数＞

出題の特徴等 授業改善の視点

① 「答えの求め方」、「式の意味」、 ・ 教師がモデルを示して、それを基に説明や理
「計算の方法」、「判断の理由」を 由を「書く活動」を取り入れて、「書くこと」
記述する問題が出題されている。 への抵抗感を和らげるとともに、表現力を高め
そのうち、２題は「～の説明（考 る必要がある。評価テスト等でも、教師が作問
え）と同じように（もとに）」の し、同形式の問題に取り組ませたい。
ように記述の例が示されている。

② 式や図、グラフの読み取りに関 ・ 立式したり図やグラフをかいたりする活動は
する問題が多く出題されている。 大切であるが、よりそれらを読み取る活動に重

点をおき、理解を深める必要がある。
併せて、問題理解や問題解決のために、数直

線図等を効果的に活用し、言葉や図、式それぞ
れを関連付けながら説明活動（他者説明）を行
うなど、言語活動の充実を図る必要がある。

③ 誤答を修正する問題が出題され ・ 多くの児童が誤ったりつまずいたりすると予
ている。 想される内容を意図的に取り上げ、それを評価

したり改善したりする活動を大切にする必要が
ある。

④ １ｍ ２のいくつ分、 1/4Ｌのい ・ それぞれの単元を通して単位となる量につい
くつ分、0.1や0.01のいくつ分な ての数学的な「見方・考え方」を働かせた単元
ど、単位となる量に関する問題 構想、授業構想にする必要がある。
が多数出題されている。

⑤ 基本的な技能、知識・理解に関 ・ 「割合」に関する内容は、継続的な課題となっ
する問題では、割合（百分率）の ており、重点領域として指導する必要がある。
問題が複数出題されている。 その際、２学年から学習する「倍」の見方につ

いて、テープ図や線分図などを活用した指導を
継続的に行う必要がある。



＜数学＞

出題の特徴等 授業改善の視点

① 「方法」、「事柄」、「事柄の特徴」、 ・ 生徒が数学的な「見方・考え方」をもとに自
「理由」を記述する問題が出題され 分の考えを記述する時間を確保するとともに、
ている。 仮定と結論（主部と述部）を明確にして記述す

るなど、よりよい表現に洗練する活動を重視す
る必要がある。また、算数の出題にあるように、
記述例を基に説明や理由を「書く活動」を取り
入れていき、定期テスト等でもそのような形式
で出題することは有効であると考えられる。

② 付加された条件の下で、新たな ・ 一定の条件の下で問題を解決した後に、条件
事柄を見いだし、説明する問題が を変えたり加えたりして考察する場を設定する
出題されている。 ことにより、新たな学びを促し、学び続ける態

度を育むことが大切である。

③ 「絶対値」、「変化の割合」、「中 ・ 用語の意味を教えて覚えさせるだけでなく、
央値」、「範囲」といった用語の 日頃の授業でも教師が積極的に活用したり、生
意味を理解していないと解決でき 徒に用語を使って説明させたりすることが大切
ない問題が多数出題されている。 である。

また、「資料の分析と活用」の用語の意味理
解には特に課題が大きいので、適宜、復習の機
会を設ける必要がある。

④ 計算問題を解く過程やグラフの ・ 「計算する」、「説明（証明）する」、「グラフ
読み取りに関する問題が出題され をかく」などの活動と併せて、「計算過程を読
ている。 む」、「証明（説明）を読む」、「グラフから読み

取れることを伝え合う」などの活動を重視し、
理解を深める必要がある。



＜今後の全国学力・学習状況調査の予定＞

【令和２年度】

○令和２年度調査問題活用参考資料（仮）配布 ９月下旬頃

○問題の公表（国立教育政策研究所ＨＰに掲載） １０月下旬頃

【令和３年度】

○実 施 予 定 日 令和３年５月２７日（木）

○対 象 教 科 国語、算数・数学

○結果の返却及び公表の時期 ８月中旬から下旬頃


